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木の温もりを感じる家作り
を目指しています。
杉野裕一     

森の工房

「
清
水
高
原
楽
し
も
う
会
」
は
全
面

「
清
水
倶
楽
部
」
に
移
行
し
ま
し
た

２
０
１
３
年
春
よ
り
、
清
水
高
原
楽
し
も
う

会
の
活
動
は
、
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
琵
琶

の
２
点
に
絞
り
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
事

は
、
楽
し
も
う
会
よ
り
、
よ
り
幅
広
い
活
動
を

目
指
す
清
水
倶
楽
部
に
移
行
し
て
行
な
っ
て
き

ま
し
た
。

２
０
１
４
年
１
月
１
日
を
も
ち
ま
し
て
、
楽

し
も
う
会
の
活
動
は
清
水
倶
楽
部
に
全
面
移

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
理

解
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

清
水
高
原
楽
し
も
う
会　

会
長
代
行　

澤
田
繁

「
清
水
倶
楽
部
」
代
表
に

清
沢
實
視
さ
ん
を

２
０
１
４
年
を
向
か
え
、
清
水
倶
楽
部
の
活

動
を
よ
り
活
発
に
し
て
い
く
た
め
に
、
兼
ね
て

か
ら
予
定
し
て
い
た
清
水
高
原
の
育
て
の
親
で

あ
る
、
清
沢
實
視
さ
ん
に
代
表
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
昨
年
の
手
術
後
の
体
力
は
順
調
に
回

復
し
て
お
り
、
春
に
は
就
任
し
て
頂
け
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

２
０
１
４
年

独
立
採
算
活
動
は
４
つ

２
０
１
４
年
の
清
水
倶
楽
部
の
運
営
は
模
索

中
の
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
実
行
委
員
会
な
ど

で
独
自
に
運
営
が
可
能
な
活
動
が
出
て
き
ま

し
た
の
で
、
以
下
の
活
動
は
独
立
採
算
で
行
な

い
ま
す
。「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺
整
備
事
業
」「
清

水
ク
ラ
ブ
（
テ
ニ
ス
）」「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」「
琵
琶
の
演
奏
会
」。
各
活
動
の
代
表
者
の

方
・
メ
ン
バ
ー
の
方
運
営
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

「
清
水
倶
楽
部
」

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
〝
自
然
〞

４
つ
の
独
立
採
算
活
動
以
外
は
、「
山
林
居

住
空
間
の
整
備
」や「
た
ら
の
芽（
そ
ば
）栽
培
」

「
テ
ラ
ス
で
行
な
う
諸
行
事
」「
高
原
で
の
ジ
ャ

ズ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」「
槍
・
穂
高
展
望
台
」
な
ど
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
徐
々
に
活
動
が
整
っ
て
き
た

も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
あ
ら
た

な
活
動
と
し
て
９
月
に
〝
自
然
〞
を
テ
ー
マ
に

し
た 

〝
清
水
高
原
自
然
館
〞
を
開
館
し
ま
し

た
。
い
ま
ま
で
の
か
な
り
の
活
動
が
含
ま
れ
る

よ
う
な
清
水
高
原
独
自
な
自
然
館
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
出
来
る
だ
け
多
く
の

人
の
ご
支
援
（
金
・
人
出
・
物
）
を
お
願
い
し

ま
す
。

「
清
水
倶
楽
部
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

http://w
w
w
.go.tvm

.ne.jp/
~saw

ada/

昨
年
９
月
「
清
水
倶
楽
部
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
は
「
清
水
倶

昨
年
は
、「
植
物
関
係
」
は
10
名
の
方
、「
山

関
係
は
」
８
名
の
方
、「
自
然
材
料
を
使
っ
た
作

品
の
展
示
は
」
２
名
の
方
な
ど
多
く
の
方
に
御

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
更
に
展
示

を
増
や
し
て
い
き
ま
す
、
又
「
作
業
テ
ラ
ス
」

や
「
植
物
園
」、「
木
工
館
」、「
展
望
テ
ラ
ス
」

な
ど
場
所
も
拡
大
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
の

で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

清
水
高
原
看
板
（
ゲ
ー
ト
）
か
ら

槍
穂
高
展
望
台
ま
で
の

道
案
内
設
置

昨
年
は
、
登
山
口
よ
り
６
０
０
ｍ
地
点
と
９

０
０
ｍ
地
点
に
案
内
を
設
置
し
ま
し
た
。
観
光

道
路
で
も
あ
る
車
道
に
も
案
内
看
板
を
設
置

し
ま
す
。
今
春
は
、
ゲ
ー
ト
か
ら
１
ｋ
ｍ
・
２

k
m
・
４
k
m
・
６
k
m
・
10
・
２
ｋ
ｍ（
登
山
口
）

地
点
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。
昨
年
か
ら
、
調

査
や
材
料
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

看
板
材
料
は
清
水
高
原
の
太
さ
約
40
c
m
の

赤
松
２
〜
３
ｍ
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
板
厚
４
ｃ

ｍ
に
製
材
し
た
も
の
を
使
い
ま
す
。
看
板
か
き

は
「
展
望
テ
ラ
ス
」
で
４
・
５
・
６
月
と
行
な

い
ま
す
の
で
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

オ
ー
プ
ン
は
４
月
３
日

例
年
よ
り
多
く
の
雪
の
量
で
す
が
、
３
下
旬

に
吹
き
溜
ま
り
の
雪
を
排
除
し
、
４
月
３
日
に

は
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
す
。「
日
本
一
高
い
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
」
と
し
て1

年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

会
員
に
よ
る
コ
ー
ト
の
保
守
が
良
く
出
来
て
お

り
長
い
こ
と
良
い
状
態
を
維
持
出
来
る
見
通
し

が
出
来
ま
し
た
。
ち
な
み
に
砂
は
約
１
ト
ン
補

て
ん
し
ま
し
た
。
な
お
会
員
に
若
干
空
き
が
あ

り
ま
す
の
で
希
望
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
会
費
（
７
月
〜
来
年
の
６
月
）
は

￥
２
０
０
０
で
す
（
会
員
以
外
の
ご
利
用
は
、

一
人
３
時
間
￥
４
０
０
で
利
用
で
き
ま
す
）

清
水(

テ
ニ
ス)

ク
ラ
ブ

第
９
回
テ
ニ
ス
大
会
は

５
月
18
日
９
：
30
〜

昨
年
同
様
、
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
例
会
は
月
１

回
の
予
定
で
行
な
い
ま
す
。
参
加
費
は
￥
１
０

０
０
を
目
途
に
行
な
い
ま
す
。
会
員
以
外
の
参

加
（
参
加
費
＋
コ
ー
ト
代
￥
４
０
０
）
も
大
い

に
歓
迎
し
ま
す
。

第
10
回
大
会
は
、
６
月
15
日
。
第
11
回
大
会

は
、
７
月
13
日
で
す
。

２
０
１
４
年
や
ま
つ
つ
じ
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
５
月
27
日
〜
６
月
17
日

清
水
高
原
の
標
高
１
２
０
０
ｍ
地
点
に
あ

る
、
山
形
村
が
眼
下
に
見
え
る
展
望
場
所
の
周

辺
の
つ
つ
じ
が
見
頃
に
な
り
ま
す
。
昨
年
は
十

数
名
の
方
に
見
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
５

月
27
日
〜
６
月
17
日
の
間
、
ど
な
た
に
も
気
軽

に
順
路
に
添
っ
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
場
所
は
清
水
高
原
の
ゲ
ー
ト
か
ら
車
10

分
、
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
看
板
の
と
こ
ろ

を
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
で
す
。
つ
つ
じ
は
や

ま
つ
つ
じ
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
れ
ん
げ
つ
つ
じ

も
、
む
ら
さ
き
や
ま
つ
つ
じ
も
咲
い
て
い
ま
す
。

清
水
高
原
自
然
館
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
清
水

高
原
の
花
の
多
く
は
、
こ
の
ガ
ー
デ
ン
に
あ
り

ま
す
。
花
の
名
前
が
わ
か
る
よ
う
な
表
示
を
増

や
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
然
館
と
合
わ
せ
て
ご

覧
下
さ
い
。
ど
ん
な
花
が
み
れ
る
か
は
、
清
水

ニ
ュ
ー
ス
２
０
１
４
・
２
・
３
に
ポ
ス
タ
ー
（
A

４
・
P
D
F
）
も
掲
示
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧

下
さ
い
。

清
水
寺
八
十
八
夜

５
月
２
日
（
金
）

５
月
２
日
（
金
）
10
時
か
ら
、
清
水
高
原
清

水
寺
に
お
い
て
、
清
水
寺
保
存
会
が
中
心
と
な

り
、
八
十
八
夜
例
祭
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
こ

の
と
き
、
御
本
尊
「
千
手
観
音
像
」
の
年
に
一

度
の
御
開
帳
が
あ
り
、
直
接
お
参
り
が
で
き
ま

す
。
清
水
寺
の
千
手
観
音
の
特
徴
は
、
脇
手
の

一
双
を
頭
の
上
で
手
を
組
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

木
曜
テ
ニ
ス
同
好
会

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

清
水
ク
ラ
ブ
内
の
、
部
活
に
当
た
る
グ
ル
ー

プ
は
、
水
曜
テ
ニ
ス
部
・
Ｙ
Ａ
Ｍ
・
Ｓ
Ｙ
Ｃ
・
Ｍ

Ｋ
Ｇ
テ
ニ
ス
友
好
会
・
木
曜
テ
ニ
ス
同
好
会
の

５
つ
が
あ
り
ま
す
。

木
曜
テ
ニ
ス
同
好
会
と
Ｍ
Ｋ
Ｇ
テ
ニ
ス
友
好

会
は
４
月
〜
11
月
ま
で
清
水
高
原
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
み
で
の
活
動
で
、
他
の
グ
ル
ー
プ
は
年
間

を
通
じ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

木
曜
テ
ニ
ス
同
好
会
は
毎
木
曜
日
（
10
：
00

〜
12
：
00
）
レ
ッ
ス
ン
と
試
合
を
し
な
が
ら
、

技
術
Ｕ
Ｐ
と
友
好
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
年
も
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
初
心
者
・
三
十
数
年
前
の
経
験
者
・
テ
ニ

ス
よ
り
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
き
よ
み
ず
の
風
呂
に
入

り
に
来
た
い
人
・
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
打
っ
て
み

た
い
人
な
ど
な
ど
、
試
し
に
コ
ー
ト
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
あ
わ
せ
は
澤
田

（
９
８―

３
２
７
９
）
ま
で
。

楽
部
」、
テ
ニ
ス
は
「
清
水
ク
ラ
ブ
」
自
然
の

事
な
ら
「
清
水
高
原
自
然
館
」、
こ
れ
か
ら
の

事
は
「
カ
レ
ン
ダ
ー
」、
清
水
高
原
の
３
６
５

日
は
「
清
水
高
原
歳
時
記
」
に
書
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

検
索
ワ
ー
ド
は
、《
清
水
高
原
自
然
館
》
で
す
。

更
に
〝
○
○
○
〞
を
加
え
る
《
〝
清
水
高
原
自

然
館
〞
》
と
絞
ら
れ
て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

出
来
る
だ
け
多
く
の
カ
ラ
ー
写
真
主
体
に
掲

載
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
の
で
、
ど
し
ど
し
皆

さ
ん
の
写
真
・
記
事
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
く

思
い
ま
す
。（
最
大
サ
イ
ズ
は
７
０
０
M
B
・
１

ペ
ー
ジ
１
Ｍ
Ｂ
以
下
、
ち
な
み
に
花
名
は
A
3

で
平
均
４
０
０
K
B
、
歳
時
記
は
A
4
で
平
均

４
０
０
K
B
で
す
）

「
清
水
高
原
自
然
館
」
は

常
に
発
展
し
て
い
ま
す

今
年
の
オ
ー
プ
ン
は
、４
月
８
日
（
火
）
で
す
。

４
月
・
５
月
・
６
月
の
開
館
は
火
・
水
・
木
・
土
・

日
の
10
時
〜
14
時
の
予
定
で
す
。
最
初
は
清
水

高
原
の
植
物
か
ら
と
思
い
昨
年
３
月
か
ら
準
備

し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は『
花
』に
絞
り
ま
し
た
。

４
月
は
《
あ
ぶ
ら
ち
ゃ
ん
》《
ま
ん
さ
く
》、
５

月
は《
お
と
こ
よ
う
づ
め
》《
み
や
ま
が
ま
づ
み
》

《
あ
ま
ど
こ
ろ
》《
ま
い
づ
る
そ
う
》《
つ
り
ば
な
》

等
13
種
類
、
６
月
は
《
山
つ
つ
じ
》《
に
し
き
う

つ
ぎ
》《
う
ぐ
い
す
か
ぐ
ら
》《
さ
さ
ゆ
り
》《
ひ

め
し
ゃ
が
》
等
12
種
類
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。


